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＜論文＞

期にあるケベック のフランス語期にあるケベック のフランス語

 「 に しない」 語政策   「 に しない」 語政策  

  

１．はじめに

一つの社会に の 語が共 する場合、自 な 語 のもとでは 的・社会的

な優 語が 語の を に し、 にはそれに取って代わる。 語間

にはこのような の がある。 語を 語とする がフ ー ルな場

だけでなく、インフ ー ルな場 においても社会の優 語を するようになる

をジョシュア・フィッシュ ン (Joshua Fishman) は「 語シフト (language shift)」
という語を って 明し、 語間の自 な を 語政策によって人 的に する

ことを「 語シフトの (reversing language shift)」と んでいる (1)。 合する優

語が 共 語として を ばし けている英語である場合、 語を する

語 理機 が 語シフトの を するには な さ、 性、 が

められる。「英語の 」に まれるケベック では にこの がみてとれる。

「フランス語 (Charte de la langue française)」が 1977 年に されてから 45 年

が 過しようとしている現在、ケベック は、 には英語が 活 で

的であったモントリオールにおいてもフランス語を共 語とする社会となり、 は

フランス語の を受けることが けられ、 や 物などのサイン

は、現在はフランス語 の 語の 記も きで可能であるものの、その がフ

ランス語のみで表記され、 な 間 はフランス語 することが けられて

いる。フィッシュ ンら 語政策 たちは、ケベック のフランス語を 語シフト

の に も した事 の一つと位置 け (2)、 ーナード・ス ルス ー (Bernard 
Spolsky) はフランス語 について 的 の さと の さという点において

これに する 語 は他にないと論 ている (3)。このようにケベック の 語 を

一 させたフランス語 は 的 として知られてきた。

しかし、筆 は 2013 年に「フランス語 によってフランス語 がケベック社会の
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な において 着したが、 の 語選択と の 語 をよく観 すれば、

やはり英語の は い」ことを し、「フランス語 によってフランス語に 的な

優位性を えて、か う てフランス語を できる が観 され」、「フランス語

の を めれば、ケベック社会に英語が してくることをケベックの 語

たちは 知している」と論 た (4)。その後、この な英語の がケベック社会の

な において一 と 在 し、それにさらに するために一 なフランス語

政策が され、いくつかの 策はすでに実現している。

本 では、ケベック 政 が社会 の英語の を問題 し始めた 2010 年 後からの

ケベック のフランス語 政策をめぐる を 理し、フランス語 の について

考 する。ま 、 ではケベック 政 の 語 理機 、 間の たち、一 のケベッ

ク 、 間 が、フランス語に していかに 機感を ち、それを うとしてい

るか、という点に し、 の 政 物、論 、 論 、 ィア 道に づい

て 理する。本 の 題はフランス語を る きが 語政策にどのように反映されてい

るか、という点を明らかにすることであり、 では、現在までにすでにケベック 政

が 策をとった「 サイン表記の 語」と「接客 の のことば」に 点を てる。

では、 でみた のフランス語を る きが 後どのようにケベックの 語政策に

反映されるかという点に 点を て、現在、ケベック の ィアで取り上げられて

も物 を し、 後フランス語 のなかで される分 、すなわち「 のフ

ランス語 の 」と「中 のフランス語 」を取り上げる。これらの分 に す

る は、フランス語 をさらに する目的で 2021 年 5 にケベック 会に

出された 96 に り まれている。

語の 機 とそれを するための 語 が るべき 策を した

フィッシュ ンの「 語シフトの 理論」（RLS 理論）を すれば、2022 年現在の

ケベック の事 は、どの 政 も だ したこともない 語 の

に し かっている (5)。この では、 合する 語の え間ない をはねのける「

に しないこと (eternal watchfulness)」が 語 理機 に められる。本 では、

ケベック 政 が「 に しない」 語政策をどのように実現させるか、という点に

注目したい。
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２．ケベック州のフランス語を守る動き

２．１．専門家によるケベック州の言語状況の評価

ケベック 政 の 語 理機 「ケベック フランス語 fice u cois de la 
langue française、 OQLF)」は、フランス語 160 により「ケベック におけ

る 語 の を し、[ フランス語 ] に なくとも 5 年 にその

について、とりわけフランス語の と 位およ 語集 の 語 に し、

する を つ」(6)。そのため OQLF はフランス語 の 来、ケベック社会のフ

ランス語 の およ フランス語の 語 出や語 の についての ー を

随 開し、それらに づく も 政 物として 年 多く してきた。

では、2019 年 4 に な の 結果を した Rapport sur l’évolution de 
la situation linguistique au Québec が 表された。このなかで OQLF はフランス語が

的になってきた 年の を 観 せ 、英語の と考えられるあら る を

き め、 を らした。OQLF の な 念事 として げられた 語 は、 にモ

ントリオール において家 語（ケベック が家 で も多く す 語）としての

フランス語の割合が にあること、フランス語を 語とする の英語系

機 の が上 していること、多くの 間 において や の に英語

が められていること である (7)。

一 、 間の では、 共政策 が のフラン ワ・ヴ イアンクール (François 
Vaillancourt) を中 とするケベックの たちが、2019 年、フランス語 か

ら 40 年間の を分 した一 の論 を  ears o  ill 1 1 in u ec と題する

集として Language Problems & Language Planning のなかで 表した (8)。この

集も、 、 、サイン表記の 語、 のフランス語 の において、フランス

語が 着した であっても英語の な がみられる点を指摘した。ヴ イアン

クールは、フランス語系の初 ・中 の の登 、フランス語 語 の事

、 場でのフランス語 、ケベック におけるフランス語 語 の割合、

フランス語を せる人 の 、英語 語 とフランス語 語 の 得の を

して解 し、これらのなかでフランス語 に ぼ したのは 語（ 語）

の分 （フランス語系 の の登 ）のみであり、他の分 、 に 事 語につい

ては 2000 年 からフランス語 が する がみられる、と した (9)。

この 集で 事 語に 点を てた ルク・ ルモット (Marc Termote) は、OQLF
の 事 語に する 多くの の およ 得られた ー について 合的に す

るとともに、重要な 結果を した (10)。 ルモットは OQLF が 2001 年から 2016
年の 語 の を に分 した の結果を分 し、「 場で もフランス
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語を う（ 間の 50 上）」と した割合は、ケベック では 82.3%（2001
年）から 79.9%（2016 年）に した程 だったが、モントリオール に すれば

この割合は く、それが 60.4% から 56.8% にさらに する一 で、英語とフランス語

の がますます されていることを指摘した (11)。また、 ルモットはサイン表記の

語に する OQLF の 2017 年の の結果を分 し、モントリオール では 22.5 の

や がフランス語 に 反している を明らかにした (12)。さらに、

における接客 の の 語に する OQLF の で、モントリオール において

イリン ル “ onjour  i ” が まっていることが されているが、OQLF の

による の結果と一 の い物客の が一 しないこともあると ルモット

は指摘した (13)。

この 集のなかで、フランス語の置かれた について も い で を らし

たのは シ ルル・カストン (Charles Castonguay) である。カストン は、「（

語 の に する） ー は、 語の分 では、フランス語 の 語シ

フトを する でフランス語 が していることの を く していない」(14) 

と した。フランス語 の 来、アロフ ン（Allophone）とアン ロフ ン

（Anglophone）(15) のフランス語 得が んでいるが、ケベック のフランス語 に

してきたのは、 し カストン が「 フ ルトによるフランス語 (francization by 
default)」と 現象であり、それは (1) フランス語 しやすい （「フラン トロー

(francotrope)」(16) その多くがケベック の にすでにフランス語ができる

の継 的な 、(2)1976 年から 1986 年の間にみられた 人のフランス語ができな

いアン ロフ ンのケベック の 出、を指す。

カストン は、アロフ ンとアン ロフ ンのフランス語 の 語シフトの割合が

42.8 （2001 年）から 49.7%（2016 年） と上 していると分 した (17)。しかし、ケベッ

ク のフラン フ ンとアン ロフ ンの人 が 10 1 であることに みれば、フ

ランス語の を するためには、フランス語 の 語シフトの割合が 90 上でな

ければならない、と している。そして、OQLF の で されたフラン フ ン

の英語 の 語シフトを に し、この 語 が けば「フランス語に する英語の

本的優位性 (fundamental superiority)がケベック社会において 的に 着していく」

と論 ている (18)。カストン は、現在、フランス語 語 の英語 の 語シフトを

も加 している要 はフラン フ ンの英語系 機 の であり、これを

することが であると している (19)。
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２．２．一般州民の言語意識

家の とは に、一 の がケベック の 語 についてどのように感

ているのか、という点をみるために 実 された つの 論 の結果を分 する。

一つ目は 2020 年 9 に 1,011 人を 象に実 されたケベック の 語 に する

である (20)。この 論 では、フランス語の について していると した人が

63 、 観的に感 ている人が 59 に している。また、フランス語 をより

した が い、と えた人が 80 にのぼることは注目に する。このような意 を つ

のはフラン フ ンと 55 上の中 年 に多い。さらに、ケベック 政 に 後実

して しい 策については、 の 80 が「フランス語ができないすべての に

フランス語 を実 する を する」、78 が「ケベック の の 場にお

けるフランス語で く を する」、77 が「 に するケベック の 政サー

ス（ や など）がフランス語で されることを する」、75 が「フランス語の

サイン表 を する 策を る」、75 が「49 人 の をもつ にお

けるフランス語で く を する」、74 が「 選 の にフランス語の知識の

を める」と えた。このように、一 の多くが と 活 およ 事 語の

フランス語 の を んでいることがわかる。

また、2021 年 7 に 2,002 人を 象に実 された 事 語に 点を てた な 論

では、「フランス語で く が られているか」という 問に し、52 が「よく

られている」、41 が「 られていない」、と した。「 られていない」と した

のはフランス語 語 と 55 上の中 年 に多かった（それ れ 50 と 53 ）(21)。 
また、「 事 語としてフランス語の を めるのは 可 である」と したのは

71 で、これも にフランス語 語 （82 ）と 55 上の中 年 （78 ）が く、

フランス語 語 は 32 と かった。他 で「 事 語としてフランス語を優

するのは 語的 イ リ ィに して 的である」と えたのは で 29 と かっ

たが、 の 50 がそのように したとこ をみると、 語集 で 事 語に す

る意識が なることが される。

２．３．民間団体の影響力

英語の に 感に反 するのは、OQLF、 間の 、フランス語の を

する一 の人 だけではない。 間の もフランス語の に 的に わり、 語

政策の に していることに注意を けたい。代表的な として、ケベック

の伝 的なフランス系カナダ・ナショナリスト 「サン ジ ン・ ィスト会 (La 
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Société Saint-Jean Baptiste)」（ 、SSJB）(22) が げられる。SSJB はケベック のカ

ナダからの分 を してきたことで知られるが、ケベック のフランス語を 的に

することが も重要な 命の一つであり、フランス語を していると考えられる

ケベック の きに 感に反 する。そして、その を させるべく声明を 出し、

それが ィアで される。

SSJB の影響 が った の出来事として、2021 年 11 3 、カナダの

ア・カナダ社の イケル・ル ー (Michael Rousseau) CEO がモントリオールの

会 で英語のみによるスピーチを い、その後の記 とのやりとりでも英語のみで

と し して「14 年間モントリオールに んでいてフランス語を さ にやってこ

られた。これがモントリオールの現実だ」(23) と述べたことに する を げることが

できる。ル ー は したが、11 5 、SSJBは「 だけでは 分ではない (LES 
EXCUSES NE SUFFISENT PAS!)」(24) と しい の声明を 出し、11 13 に ア・

カナダ本社 で モを うと 表した。 加 のためにモントリオール中 から

の スが され、 モ の 12 には、 ィア けに く 知した。SSJB の

リ アン ・アルパン (Marie-Anne Alepin) 会 は「英語しかできない人間が、ケベッ

ク に本社を置くカナダの のトッ に上り めることが でも されるという

事実は、 の理解 を える。フランス語 の 意を取り すため、11 13 はでき

るだけ多く 集しよう」(25) と け、 的に モを指 した。

また、その 後の 11 18 、モントリオール が 催したある において、

として出 した 性が の 語と英語のみでスピーチを ったことに し、

すぐさまアルパン会 は「モントリオール の な におけるスピーチはフランス語

で われなければならない」と声明を出し、これが ィアで 道された (26)。SSJB
のこうした活 は にいとまがない。

ケベック には SSJB にもフランス語を し、社会に影響 をもつ が

在する。代表的な つの に Le Mouvement national des Québécoises et des 
Québécois(27)、Impératif français(28) と Le Mouvement Québec français(29) がある。

３．「永遠に油断しない」言語政策への第一歩

３．１．屋外商標サイン表記の言語

1977 年の のフランス語 は、  58 で「 共 物およ は

語のみで表 されなければならない」と され、フランス語のみが 可されていた。

このため、すでにケベック で していた の Kentucky Fried Chicken (KFC)
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がケベック では の表記をフランス語 してPoulet Frit Kentucky (PFK)に え (30)、

オン リオ ミルトン で した Tim Horton’s が を表す英語の 読記 である

ア ストロフィを して Tim Hortons に社名自 を えたことはよく知られている (31)。

しかし、フランス語 を に した 1993 年の 86 により、 の 58
が「 共 物およ は 語で表記されなければならない。 し、フランス

語表記が明 に である り (32)、フランス語と他の 語の で表 されてもよい」(33)

と され、それ 、 きの イリン ル表記が 可されている。また、86
に 随して 年に されたフランス語 に する「 と ジ スの 語に する

政 (Règlement sur la langue du commerce et des affaires)」の 25 は、

58 に し、「（フランス語 が登 されていない）登 された 」 は、フランス語

の 語での一 語表記の として めると している (34)。そのため、 か

ら 出してきた や が社名を 登 して英語のみの で するよ

うになり、この が となった 2000 年代より一 からこれについての苦 が

OQLF に多く されるようになった。

OQLF はこの を問題 し、2010 年、モントリオール における や 物

などのサイン表記の について した (35)。その結果、 サイン表記に しては、

された の 17 がフランス語 に 反し、そのうちの 27 が、社名が 登

された英語のみの （ 、英語の ）であり、ショッピン ン ーでは 44
と に かったことも 明した (36)。 述の「 と ジ スの 語に する 政 」で

は、 登 されたフランス語 の社名を にすることは合 であるが、この

の ではこれを 反としている点は注目に する (37)。さらに OQLF が 2012 年

にモントリオール の で実 した では、 サイン表記に して、

された の 18 がフランス語 に 反し、そのうちの 63 が英語の だった

と されている (38)。この 結果を 表した 2012 年 6 、OQLF は 道機 を して、

を するために を こす の声明を 出した (39)。

これに つ 2012 年 5 、OQLF は英語の のみを出している に

し、事 を表すフランス語の語 を に 記するよう の 知を し始め

ていた。これに し、フランス語 を しないままの OQLF による の を

としたいくつかの 系 は 年 10 、ケベック 政 （ 年 9 にケベッ

ク 選 で政 に いたケベック arti u cois ）に し、 えを した。

となった は Walmart、Costco、Best Buy、Gap、Old Navy、Guess、Toys 
"R" Us、Curves の 8 社であった (40)。2014 年 4 、 はケベック

に えを められ、 した (41)。その 、ケベック 政 （ 年 4 にケベック

選 で政 に いたケベック自 (Parti Libéral du Québec)）は したが、ケベッ
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ク は、フランス語 のなかには英語の にフランス語の語 の

記を要 する はない、としてケベック 政 の えを けた (42)。

こうした きを受け、2016 年、ケベック 政 は 述の「 と ジ スの 語に

する 政 」の 25 に 1 を追加し、フランス語 の 語で が に表記

されている場合、 の つのい れかを表 することによって、 場 （ 物の ）

でフランス語表記も 分に できなければならないと した (43)

われる 品やサー スの一 的 明あるいは かい 明

スロー ン

その他、どのような語 や 明であっても、 品やサー スに する の表 が、

その場をよく れる の に するもの

OQLF はケベック の事 に けて イド ックや ス ーを し、 ィアと

OQLF の ェ サイトを してこの しい を く周知させている。

この は 2016 年 11 24 に し、その 点でフランス語の何らかの表 を

に 記していない事 は、3 年間の 期間を えられ、2019 年 11 24
までに を する 置をとらなければならない、と している (44)。なお、 反

とされる は、フランス語 の 語の一 名 が われているケースであり、

人名（Calvin Klein、 o  ilfi er など）や 語（HSBC (Hongkong and Shanghai 
Banking Corporation の )、IGA (Independent Grocers Alliance の ) など）、

ピクト ラ 、 が われている場合は の 象 である (45)。

にすでにこれを していた社もあったが (46)、1,800 社が していな

いと された (47)。2022 年 1 現在、 期 が わって 1 年 上 過したが、

の に して OQLF は に 表していない。しかし、La Presse の記 が

2020 年 1 、OQLF で取 したとこ 、OQLF が 期 間 の 2019 年 7 から

11 までにモントリオールの 1,041 社を し、その結果 13 にあたる 134 社がまだ

を していなかったことが 明した (48)。 を せば 87 の社が 期

すでに を していることがわかった。

述の La Presse の記 は、2020 年 1 の 点で よりも英語の に

記されたフランス語の語 が 受けられるようになったと観 している。 とし

て、Costco は « Entrepôt » 、Old Navy は « Mode pour tous » 、Brick は « Matelas, 
lectro na ers, eu les, lectroni ues 、 o s “ ” s は « Jouets »、Golf Town は « 

Tout pour le jeu » 、Home Sense は « Maison »、Yellow は « Depuis 1916 » というフラ

ンス語の語 を 記しているが、 社であっても によって を している
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としていない があると している (49)。

この を として しない場合は、フランス語 177 により、OQLF
は 事 をケベック (directeur des poursuites criminelles et pénales) に

する をもつ (50)。 反と された場合、フランス語 205 の により

1,500 20,000 カナダドルの が せられる (51)。2016 年の サインの表記に す

る は、 96 47 によりフランス語 58 に み まれることが明

記されている (52)。

３．２．接客時の挨拶の言語 ― « Bonjour. Hi. »をめぐって

フランス語 の 5 は 本的な 語 として「 品やサー スの はフランス

語で を得、サー スを受ける を する」と している。2000 年代 、モン

トリオール中 において、 が客に 初に接 する として “ onjour  i ” の
イリン ル が まっていることが ィアで取り たされ、物 を してきた。こ

の を重くみた OQLF は、2010 年に「 における とサー スの 語」に

する (53) を い、2012 年にモントリオール の 中 で を な

を った。その結果、英語のみの が 11.9%、フランス語と英語の イリン ル

が 12.7% であった (54)。

この問題をめぐる 論は 2017 年に した。この年に 表された 2016 年 の

「 事 語」の 目で、ケベック において 場でフランス語を も うと した

が 年間で 82.0 から 79.7 に し、他 で、フランス語と英語の の が 4.6
から 7.2 に上 した、という結果が された (55)。これを受けて OQLF は接客の 語

について 2017 年と 2018 年に な を い、これらを した 2019 年の OQLF の

「ケベック における 語 の に する 」（本 2.1 ）は、

事 語としてフランス語の が する一 でフランス語と英語の の が上

しているという 結果を 表し、「 の 語」に しては、2017 年、モントリオー

ル における接客 の はフランス語が 74.6 、英語が 17.0 、 イリン ルが 8.4%
という結果が出た。 に 系の が集中するショッピン ン ーでは、

イリン ル が 2010 年は 4.1 だったのが 2017 年には 17.1 まで上 したことが明

らかになった (56)。

このような 結果が 道されるなかで、2017年11 、ケベック 会においてケベッ

ク のフラン ワ・リ （François Lisée） （ ）が、モントリオールの に

おける接客の をフランス語の « Bonjour. » のみにするべきである、と した に

し、 の のケベック 自 を が 会一 でこれを した (57)。 
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また、2018 年から政 を っているケベック 来 合 (Coalition Avenir Québec) の政

でも、2019 年 6 、「 客あるいは観 客と接 するすべての に “ onjour”
という語で からお えすること」を する が 会に 出され、 会一 で

された (58)。この 2 目の は、その 2 か に OQLF が 表した 述の に反

したものとみられる。

2022 年 1 現在、この イリン ル に しては、 に する のような

で 2021 年にケベック 会に 出された 96 に り まれていない。 とい

う一 の を するのは 難であるのは明 である。 に せ 、 96
41 では、現 のフランス語 の「  と ジ スの 語」の イトルの 後

に「 に 品やサー スを する事 はフランス語で を得、サー スを受ける

らの を 重しなければならない」(59) という を することが明記されている。

４．法案 96号へ

４．１．教育言語 ― 高等教育機関セジェップへのフランス語憲章の適用

語は の表記と 、英語の が な分 として 2010 年代から注

目されてきた。 の 語に し、フランス語  72 は、 として「（

の） 、 、中 における はフランス語で われる (60) と している。

フランス語 は など英語とフランス語 を 語とする人 の は英語

系の初 ・中 機 に を させていたが、 が された 1977 年 、

この は一 し、現在ではその 80 上がフランス語系の初 ・中 機 に

を させている (61)。このように 語に する 語政策は しているといえる。

しかし、2010 年代より、フランス語を 語とする たちが、フランス語 が

されない 機 ジェッ （Collège d’enseignement général et professionel 
(CEGEP)）(62) に する が まり、問題 されるようになった。OQLF は 2019
年の のなかで、2015 年に英語系 ジェッ に した は、英語 語 が

38.5%、フランス語 語 が 28.2 、その他が 33.2 だったと している (63)。また、

ケベック の の では、モントリオール で 2020 年 に

の ジェッ に した 87,560 人のうち、53.9 がフランス語系 ジェッ 、46.1 が

英語系 ジェッ に した (64)。モントリオール の英語 語 の が16.1 （2016
年 ）であることに みれば、英語系 ジェッ の 46.1 という は す

る。この は ィアで 取り上げられ、「英語系 ジェッ ではアン ロフ ン

が に」(65)や「モントリオールでは の 語として英語がフランス語を 」(66) 
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といった 出しの 道が目に くようになった。英語系 ジェッ の人 は、フランス

語系初 ・中 機 の を けたフランス語 の りから解 された

の たちの英語で たいという熱 だけではなく、フランス語を 語とする

たちの も反映している。英語での を こうした声が 道され、そのなかの一つ、

La Presse は、フランス語系の初 ・中 を した後、英語系の ジェッ に

したフランス語を 語とする 性の を した。「英語 の 上が 事だった。

は ィア 、 に映 の 事に きたくて、この分 では英語 がなければ

くのは 理だった」と は った (67)。

いち くこの に反 したケベック は、政 にあった 2012 年にフランス語 を

に することを したが、2014 年に した後もこの きを し、2021
年 4 、ケベック 会における で 94 の を得て の な としてケ

ベック 来 合政 に きかけることが された (68)。ケベック 来 合のフラン ワ・

ル ー (François Legault) ・ケベック はこの について を明 にしてい

なかったが、シモン・ジョラン レット (Simon Jolin-Barrette) フランス

語 はこれを し、 年5 に 出した 96 57 にこれを り み、

現 のフランス語 の 88 のなかに英語系 ジェッ の を する を

13 を けた (69)。フランス語 の ジェッ の に するこの は

96 のなかで って である。

４．２．企業のフランス語化 ― 中小企業への適用

間 の したフランス語 は OQLF が も している分 である。フランス

語 の  139 と 140 で、50 人 上の社 を する はフランス語 が

着していない場合、「フランス語 ロ ラ  （programme de francisation）」を実 し、

「フランス語 明 （certificat de rancisation）」を取得しなければならない、と し

ている。  141 は、フランス語 ロ ラ の として社 のフランス語 、社

におけるフランス語の の 着、 の実 的な や におけるフランス語の

、取 や一 衆など との ミュ ケーションにおけるフランス語の 、

フランス語の 語の 、 、 、 におけるフランス語の などを明記して

いる (70)。

のフランス語 を社 49 人 の中 にも する が 2000 年代から

なされるようになり、OQLF は 2008 年に 11 49 人の社 を する中 におけ

る 事 語の を した。その結果、 にモントリオール で英語が重 されてい

る点が き りになり、中 の 75 が の に英語 を要 （40 が「すべての
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ストで要 」）し、 場で「 に英語を う」という が 12.2%、「英語とフランス語を

に う」が 17.2 、「英語も うことがある」が 42.5 であった (71)。この 結果に

反 したケベック は政 にあった 2012 年 来、フランス語 を 25 名 上 49 名

の中 にも することを し、 した後もケベック自 政 （2014 年 4
2018 年 10 ）、ケベック 来 合政 （2018 年 10 ）に し、これを要 して

いた。

その後、OQLF が 2018 年に実 した 事 語に する な でもモントリオー

ル における英語の の さが き りとなり、 場で も う 語として英語が

18.7 、英語とフランス語の が 25.0 、といった が 表された (72)。また 年、

OQLF は をモントリオールに して「 が社 に要 あるいは期 する 語能

」に する をケベック に して実 した。この で も注目された結

果は、何らかの 語能 を社 に める （ 象 の 54.2 ）のうち、83.7 が

社 に英語 を要 し、79.9 がフランス語と英語の イリン ル能 を要 している

という点である (73)。さらに、表 1 が すように社 25 49 人の中 も 50 人

上の と 程 に英語または イリン ル能 を社 に めているという点も注目

され、 ィアで 道された。

表 1 モントリオールの が社 に要 あるいは期 する 語能 （2018 年、 ）

フランス語 英語 フランス語と英語

象 96.2 83.7 79.9
社 5-24 人の 93.9 72.6 67.2
社 25-49 人の 95.0 74.1 70.4
社 50 上の 97.1 72.8 70.6

出 OQLF, Enquête sur les exigences linguistiques auprès des entreprises, 
des municipalités et des arrondissements de Montréal, (Gouvernement du Québec, 2020), 27.

こうした きを受けて、2020 年 2 、ケベック は中 のフランス語 の

を中 とする 事 語としてのフランス語の 位の上 を める をケベック

会に 出し、これがケベック自 の によって され (74)、ケベック 来

合政 はその で を策 した。

フランス語 46 は「 は、社 の あるいは の に、（ケベッ

ク の） 語 の 語能 がその を するのに 可 である場合を き、それ

を要 してはならない」(75) と している。表 1 の結果に して、OQLF は、31.8
の が の 語能 を必要としない ストであってもそれを要 しているという
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結果を 表し (76)、 46 が られていない がありうることを した。中

のフランス語 の は 96 81 に反映され、フランス語 139
の「50 人 上」を「25 人 上」に することが明記されている。

５．結び

語シフトの を するには、 語 理機 は優 語の を継 的に

し、あら る から した 語 を したうえでその結果を く社会に周知さ

せ、優 語の を ぐ 果的な 語政策を策 しなければならない。現在のケベッ

ク ではこの ロ スが 的 に んでいると考えられる。その理 として、フラ

ンス語がケベック の多 の 語であり、 来、社会的、 的に優 だった

のアン ロフ ンがフランス語 の によって に「 の イ リ ィ」(77) になっ

た点を げられる。フランス語 後しばらくはこれに反 するアン ロフ ン

による モが えなかったが (78)、現在ではアン ロフ ンの Quebec 
Community Groups Network(79) による が かれるものの、 の 語 といえる

ではない。また本 でみたようにフランス語 を することに し、英語

の とみられる OQLF の 結果やアン ロフ ンによるフランス語を する

に 感に反 する 論がある。

フランス語 はこれまで 分的に何 も されてきたが、 な としては

の 96 が 3 目となる。フランス語 は 1993 年にケベック自 政 で

された 86 によって され、2002 年にケベック 政 で された 104
によって された。フランス語 を んだケベック がこれを し、ケベッ

ク自 が する にあった。2018 年に初めてケベック 政 を したケベック

来 合は 語政策に して を明 にしていなかったが、フランス語 を

しなければ されないことをすぐ った。現在、ケベック 会の たちは、政

によって な政策の については みが っていないにしても、フランス語

の という 性については意 が一 している。 で を ない ど だと

いわれるフランス語 を 45 年間も してか う てフランス語が られ、それでも

英語が してくることの怖さを らは知っている。

2022 年、 96 によって まれ わ うとしている しいフランス語 は、本

で考 した英語の の表記、英語系 ジェッ の 、 事 語 の の

の か、フランス語 とフランス語 ミッショナー の 、OQLF の 、

の 的なフランス語 などを り んでいる。また、ケベック が「 イション」
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であること、フランス語がケベック の 一の 語であり、共 語であることをカナ

ダ に り ことも目指している。

フィッシュ ンがいう 語シフトの の である「 に しない」 語

政策は、 合する 語の をはねのけるための 政、 語 理機 、 間人、 間

の集 的 の上に り つ。現在のケベック はこの に しているが、 合する

語である英語とどのように き合うのかという きな 題を えている。「フランス語

の し 」と ばれるフランス語 後に を受けた人 は、この 語政策に

よってフランス語が されているという 感に まれ、 で英語を う があ

る (80)。 共 語である英語の 得が なのは うまでもなく、本 で考 した英語

系 ジェッ のフラン フ ン の 加が するように 年 の英語 の

熱 は く、それを することはできない。ケベック が フランス語 を

した後、「 的フランス語一 語 」と「個人的英仏 イリン リ 」をどのような

で させるかという点の分 を 後の 題としたい。

 
追記

本 は、 本カナダ 会の ットとして された ロジェクト「ケ

ベックのフランス語と 語政策」の 果の一 である。また、 本 会 （

（B） 題 20H01279）の を受けた。

なお、2022 年 5 24 、 96 がケベック 会で可決された。
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Quebec’s Charter of the French Language in Transition:
Towards a Language Policy of “Eternal Watchfulness”

Norie YAZU

When multiple languages exist in one society, the socially and economically 
stronger language will prevail and eventually take over the weaker language 
which is normally used in informal domains. This is a linguistic phenomenon 
which Joshua Fishman called “language shift.” If language shift is to be deterred, 
a language policy will have to be planned and implemented to protect the weaker 
language. This paper aims to examine how French in the province of Quebec has 
been protected from the invasion of English over the past decade and what is going 
on currently with the movement to renew the language policy of Quebec, referring 
to the Reversing Language Shift (RLS) Theory advocated by Fishman.

Since the enactment of the “Charte de la langue française (CLF)” in 1977, 
the linguistic situation of Quebec has drastically changed in favour of promoting 

rench  ar e scale usiness fir s in ontreal, an  o  hich used to e o ned 
by Anglophones and operated predominantly in English, have been francized, and 
their commercial signs, which were mostly put up in English only, must now be in 
French only or, if accompanied by another language, French must be predominantly 
conspicuous. Moreover, immigrants who mostly chose English elementary and 
secondar  schools or their children e ore 19  are no  re uired to send the  
to French schools. Despite these developments, the author, having examined the 
results o  the surve s conducted  the ice u cois de la lan ue ran aise 
(OQLF), Quebec government’s language management agency, points out that the 
pressure of English is constantly strong and observed in many domains of Quebec 
society. 

The first part of this paper will overview the movements which are intended 
to protect French in Quebec, focusing on how the OQLF detects the invasion of 
English through their evaluation of the language situation based on their survey 
results. The OQLF is particularly concerned with the gradual decline in French as 
the home language (language used most often at home), the increase of language 
shift of mother tongue French speakers towards English and their inclination to 
choose English pre-university institutions, the increase of the use of English in the 

– 37 –



workplace including the employment process, the increase of bilingual greetings 
in usinesses, a on  others  he vie s o  acade ics, a filiated to universities and 
other institutions, are described to be in line with the evaluation of the OQLF. The 
author also analyzes the views of ordinary Quebecers by showing the opinion polls 
which are favourable to the protection of French and the movement of traditional 
nationalist organizations which react to any signs seen as invasion of English and 
disvaluing French.

Then the author turns to two domains in which amendments in language policy 
were observed over the past several years. The first domain is the “English only 
trademark outdoor signs,” which were increasing conspicuously from the turn of the 
century. These were permitted under the “Règlement sur la langue du commerce 
et des affaires,” one of the regulations of the CSL. In order to ban theses signs, the 

 a ended the re ulation in 16 re uirin  usinesses to ensure a “su ficient 
presence of French” outside the premises, on signs or posters of those businesses. 
Another domain is the “bilingual greetings” in rench and n lish re uentl  heard 
in stores and restaurants especially in the downtown Montreal area. The OQLF 
conducted detailed surveys on this matter and concluded that this was an issue. 
Although the regulation of the CLF was not amended on this matter, Quebec's 
politicians unanimously passed a motion in the National Assembly in 2017 and 
2019, calling on salespeople to greet customers in French.

Current developments are also emphasized in this paper. In May 2021, the 
Quebec government tabled Bill 96, “Loi sur la langue officielle et commune du 
Québec, le français,” which will strengthen the CLF by amending it. The author 
focuses on two domains which will be the main target of amendment in this bill, 
one of which is the language of education in pre-university institutions (CEGEPs). 
As the increase in enrollments of Francophone students in English CEGEPs has 
been one of OQLF’s major concerns, Bill 96 includes a clause to limit the number of 
students who can enroll in English CEGEPs. Furthermore, francization of business 
fir s ill also e ocused  t as pointed out in the surve  conducted  the  
that the increased use of English is not only observed in large-scale firms but 
also in smaller firms. Bill 96 includes a clause which will extend francization to 

usiness fir s e plo in   or ore persons as opposed to the previous  or ore 
employees rule.

The language policy of Quebec is thus entering the phase of “eternal 
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watchfulness” which is the last stage of Fishman’s RLS Theory. The author 
concludes by arguing that this does not mean that French-English bilingualism at 
the individual level will be denied. Being aware of the importance of English as a 
Lingua Franca, Quebec will have to convince the world that protecting French and 
allowing individual bilingualism are compatible.

 
(Kanda University of International Studies)
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